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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 石川県金沢市立金石町小学校                        

  種 別 □保育園・幼稚園  ☑小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９２０－０３３８     

      石川県金沢市金石北四丁目１－１                               

  E-mail kanaiwa-e@kanazawa-city.ed.jp                       

  Website http://www.kanazawa-city.ed.jp/kanaiwa-e                      

  児童生徒数  男子 １６２名   女子 １４４名  合計 ３０６名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

☑ 伝統文化 

☑ そのほか（ 地域 ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

【３年生：私たちの町金石】 
［学習の流れ］ 

① 金石に興味を持つ。 

② 地域の方々から、金石の話を聞く。 

③ 調べ学習をして情報を集める。 

④ 情報をまとめる。 

⑤ 学習発表会にて発信する。 

［児童の変容］ 

・ 町の中の神社や寺、町名など、今まで見過ごしていたものに興味を持ち始め、知らないこ

とを進んで調べるようになった。 

・ これまで、夏祭りは見ることで楽しんでいたが、悪魔払いの道具を実際に手に取ったり、

所作の意味を調べたりしたことで、これまでとは違った視点で捉えることができるように

なった。 

【４年生：みんなにやさしい街づくり】 
［学習の流れ］ 

① 目の不自由な人の生活を調べる。 

② 調べたことをまとめる。 

③ まとめたことを発信する。 

［児童の変容］ 

・ 足や耳が不自由な人の生活にも、関心を持つようになった。 

・ 目の不自由な人の生活を調べた後、自分の周りの環境のことを考えたことで、金石の町の

福祉について関心を寄せるようになった。 

【５年生：金石の偉人 銭屋五兵衛】 
［学習の流れ］ 

① 金石の「銭屋五兵衛」という偉人を知り施設見学を行う。 

② 銭屋五兵衛について調べる。 

③ 地域の方のお話を聞き、まとめる。 

④ 全員が、銭五検定を受け、理解を深める。 

［児童の変容］ 

・ 見学したり地域の方の話を聞いたりしたことによって、銭屋五兵衛の生き方を学び、人の

ために努力する大切さを理解することができた。 

・ 学習発表会では、下級生へ発信することに意識をおき、表現方法を選んだことで、他教科

においても自分の意見を述べる場などで効果が出てきた。 

・  学習した内容を新聞にまとめた。国語科の学習を生かして、 

見出しや割り付けを工夫することができた。 

【６年生：将来の自分を考えよう】 
［学習の流れ］ 

① いろいろな職業について調べる 

② 調べたことをもとに、自分がなりたい職業を考える。 

③ 世の中の仕組みを調べ、職業の意義をつかむ。 

④ 人生の先輩にお話をしてもらう。 

 ・歯科医  ・会社経営者  ・保育士 ・ＪＩＣＡ職員  ・南極観測隊 

［児童の変容］ 

・例えば、医者の考える職業観とは、人のために自分の力を活かしたいと思うことだと知った。

そのことは他の職業にも当てはまることで、どの職業も誰かのために自分の力を活かしたい

という心があることを学んだ。 

・自分たちの考えていた職業観とは異なり、人のためになることが職業で一番根底に流れる考

え方であることを知り、職業観の変容が大きく見られた。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


